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「３ステージで構成」

海(Lv.1) 非言語交流
 →ハードルを下げる

空(Lv.3) ALTと遊ぶ約束
 →交流の継続

陸(Lv.2) 自己紹介
 →教科書例文



「景品を用意」
Lv.3：アクリル板
Lv.2：栞



（休み時間）



インタビュー
（児童・小学校教師・ALT）

ALTスタンプラリー
の

感想・変容



景品が嬉しかった！

（児童）

（教師）

（ALT）

児童が自発的に行った！

授業も活発になった！



77人　　60人
アンケート(189人)

実施前  　　  　　　　　実施後

【ALTとの会話に不安を感じますか】

ー17人



（課題）

5年生94人 6年生105人

51%49%31%

69%

不参加

参加

A学校　ALTスタンプラリー個別記録



（課題）忙しく参加できなかった児童

5年生94人 6年生105人

51%49%31%

69%

不参加

参加

A学校　ALTスタンプラリー個別記録



「ALTスタンプラリー」



A小学校　　　　　　 B小学校 　　
〇11月28日～12月12日　　　　  〇１月17日～１月31日
  （毎週木曜日)：3回　　　　　　 　　（毎週金曜日)：3回
〇5・6年生199人　　　　　　     〇5・6年生92人

「ALTスタンプラリー」



（参加率を増やすには？）

→Lv.１から景品を渡す

→忙しい時期を避ける

景品が好評だった

児童が忙がしすぎた



参加率

A小学校　　　　　　B小学校

45％

9％

55％ 91％
36%増加

ALTスタンプラリー　個別記録

不参加参加



B校児童83人

ALTとの会話の
不安は減ったか？

83%
YES

69%

これからも
声をかけたいか？

YES



どうすれば福井県内の
小学校でALTと児童の交流を

増やすことが出来るか

問い



（　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　）（　　　　　　　）

「　　　」



（　　　　　　　）（　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

ALTと交流のハードルを下げる

「　　　」



苦手意識の解消

（　　　　　　　　　　　　　　　）会話を通して楽しみながら英語を学ぶ

ALTと交流のハードルを下げる

（　　　　　　　）（　　　　　　　）

「　　　」
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「ALTスタンプラリー」

苦手意識の解消

（　　　　　　　　　　　　　　　）会話を通して楽しみながら英語を学ぶ

ALTと交流のハードルを下げる

（　　　　　　　）（　　　　　　　）学習意欲の向上

「　　　」学力向上
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資料・先行研究



小学校の外国語教育において、福井県では従来どおり、HRT が T1 として授業を主で担当している。しか
しながら、文部科学省は英語専科教員を配置していく方針を示し、できる限り最も大切な入門期の英語教育
の指導を専門性のある教員が担うようにしていこうと考えているようである。しかし、来年度から専門性の
ある専科教員がすべての小学校に配置されることは不可能であり、福井県のような指導体制が当分の間、必
要とされる。 加えて、新年度から新学習指導要領が本格実施される今、小・中学校の連携強化が喫緊の課
題である。小学 校教員が中学校・高校の英語教員免許を持っている割合は全国 5.9％に対して、福井県では
9.2％と高い。 また、小・中学校間での人事異動が毎年異動者の２割程度行われる福井県では、中学校で英
語を教えていた 教員が小学校で英語専科として外国語活動・外国語科を教えたり、または英語専科教員が
中学校に移動して 英語を教えたりすることもある。このような小中間の人事交流が系統立った指導につな
がっているのは言う までもない。これは他県にはまねできないことである。 このような教育文化がすでに

根付いていることは、福井県の英語教育の大きな強みである。

「福井県における英語教育の強み」
 fukui-c.ed.jp/https://www.fukui-c.ed.jp › uploads › 2021/12

・福井県では研修制度や ALT の活用を生かした支援が、質の高い英語教育を担ってきた



専科教師の割合　小学校　英語
福井県　9.2％

福井県教育総合研究所教科研究センター小中学校教科研究課



「小学校英語における担任教師・専科教師についての 教師の意識調査」
　北海道教育大学学術リポジトリ https://hokkyodai.repo.nii.ac.jp › 70-1-kyoiku-15（2019）

小学校英語教育で担任教師あるいは専科教師のどちらが指導すべきかについての小学校教師の意識を探
った調査である。小学校教師335名の質問紙調査から以下の点が明らかになった。1）専科教員の英語指
導を望む教員の数が担任教師の指導を望む教員の数より多いこと，担任教師が望ましい理由として，担
任教師の児童理解と相互信頼，児童に合わせた指導を重視する理由が多かった。また専科教師が望まし
い理由としては，英語力・専門的指導力を重視する回答，多忙感を理由とするものが多かったこと，2）
英語指導の経験年数が少ない教師に専科教員が望ましいと考える傾向があること，3）英語が好き，自
信があると考える教師ほど，担任教師が教えるべきと考えていること，4）担任教師による英語指導を
望む教師ほど，児童理解を重視する指導観を持つ傾向が伺われた。

小学校英語の指導体制は，担任教師，常駐の英語専科教師，巡回する英語専科教師，英語専門ではない一
般教師，外部講師などとなっており，多くはそれらの教員種を併用する国が多い。しかし調査時におい
て，担任教師のみが指導していると回答があった国は6か国のみであり，日本もそのうちに入っている。
専科教師による指導が一般的な台湾・韓国（金2007）などと比して，わが国は担任教師による指導がほと
んどを占めているのが現状

担任教師が望ましいと答えた人数は，図1に示すように，全体335名中，134名（38.6%）が担任教師が
望ましいと答え，201名（57.9%）が専科教師が望ましいと答えた。



研究課題1）については，専科教師による英語指導を望む教員の数が担任教師による指導を望む教員の
数より多いことが分かった。まず，専科教師が望ましい理由としては，英語力・専門的指導力を重視
する回答，多忙感からの理由が多かった。前者については，積極的理由が主であり，後者に関しては
積極的理由とともに消極的理由が含まれている。とりわけ後者の，専科教師を望む声の背景にある，
小学校教師の消極的な意識や背景，状況を，建設的な視点から改善してゆくことが重要であろう。
　次に，担任教師が望ましい理由として，担任教師の児童理解と相互信頼，児童に合わせた指導の観
点から，担任教師の方が望ましいと考えている傾向があることが分かった。担任教師が望ましい理由
として，児童理解や児童理解にもとづく指導の力が有力であったわけであるが，これについては，バ
トラー後藤（2005：189）の調査結果やSharpe（2001）の論考とも関連しており，小学校英語の指導
者の資質として児童理解は見落とせない点であることが分かる。
　研究課題2）について，まだ英語指導経験が少ない教師は，いまだ英語指導にまだ取り組んでいな
い，あるいは英語指導に慣れていない教師がより多いということが考えられる。専科教師を望む教師
のうちには，すでに英語指導経験が長い教師は別として，単に経験が浅いために，担任教師では教え
られないと不安に思う教師もいることが考えられる。今後の検証を待たなくてはならないが，少なく
とも，そうした教師の一部は，英語指導経験を積むことにより意見が変化する可能性もあり，研修を
続け，実践の取り組みを支援することが今後とも重要である。



１）専科・担任・TT のうち，担任単独の指導よりも TT がより支持された 

「小学校英語における望ましい指導者についての意見と
関連要因についての調査」 - J-Stage

https://www.jstage.jst.go.jp › article › _pdf › -char
萬谷 隆一 北海道教育大学札幌校　（2021）



質問用スライド



文部科学省R4全国学力学習状況調査
授業で英語を用いた言語活動を行っている

学校の生徒ほど英語の正答率が高い

英語を使う言語活動（話すこと等）を行
っている学校の生徒は英語が好きな生徒

は2倍以上多い

（中学生）



5
年

6
年









質問



（課題）忙しく参加できなかった児童

5年生94人 6年生105人

51%
25%

24%
31%

28%

41%
不参加

途中まで

全クリ

A学校　ALTスタンプラリー個別記録



参加率

A小学校　　　　　　B小学校

45％

9％

26％

29％ 29％

62％
36%増加

ALTスタンプラリー　個別記録

不参加

途中まで

全クリ



9人　　8人
アンケート(189人)

実施前  　  　　　　　実施後

【ALTとの交流は好きかで嫌いと答えた人】

1人減少
A校



思わない
59.3%

思う
40.7%

思わない
66.5%

思う
33.5%

A校

ALTと話す時不安に思いますか

実施前 実施後

思う
41% 思わない

59%

思う
34%

思わない
66%

7%減少



77人　　60人
アンケート(189人)

実施前  　　  　　　　　実施後

【ALTとの会話に不安を感じる児童】

17人減少A校



参考にならない可能性あり⇒



16人　　17人
アンケート(189人)

実施前  　　  　　　　　実施後

【英語は好きかで嫌いと答えた人】

A校



A校

英語は好きですか

実施前 実施後

あまり変化なし

嫌い 嫌い

好き 好き



A校

ALTとの交流好きですか

実施前 実施後

あまり変化なし

嫌い 嫌い

好き 好き



50人　　60人
アンケート(189人)

実施前  　　  　　　　　実施後

【ALTに自ら声をかけたくない児童】

A校



B校



英語は好きですか？

交流前 交流後

→



ALTと交流するのは好きですか？

交流前 交流後

→



ALTと話すときに不安になりますか？

交流後交流前

→



休み時間などにALTに自分から声をかけたいと思いますか？

交流前 交流後

→


